









＊あしなが育英会　1993 年 4 月に設立された任意団体。2019 年 4 月一般財団法人化。遺児に対しての進学、教育支援と心










ランティアとの交流の機会を設けた。当時 0 歳から 20 歳、100 人以上の震災遺児たちがレイン



































































































































1997 年に実施した震災遺児 26 名に対してのア
ンケート調査では、「地震のあとの気持ち」の問
いに「物音でびくっとする」61 .5％、「一人でい













「物音でびくっとする」 61.5% 死ぬのがこわい 50.0%
















1996 年 ─ 26.5% 21.0% 14.7% 7.6% 7.1% ─ ─
2000 年 29.3% 19.0% 6.1% 3.4% 2.0% 2.7% 10.9%	 0.7%
震災遺児が自身の震災





















みは不変」と 24 .8% が答えており、震災遺児の悲
嘆が長期にわたっていると考えられる（表 4）。
あしなが育英会（1997：70）は、震災から 1 年
年半が経過した時点で小学生 20 人、中学生 5 人、





















「深くなったことがある」 32.2% 「悲しみは不変」 24.8%





「家にいたくない」 13.2% 「さびしい」 52.1%
「遅刻、早退が増えた」 13.2% 「悲しみ」 45.5%
「家に引きこもる」 8.3% 「納得できない」 25.6%














































「助けてあげたかった」 61.5% 「残念だ」 30.0%
「私を助けるために死んだ」 38.5% 「すまない」 30.0%
「かわいそうだ」 30.0%
亡くなった親を想起する際に感じること　2000年度　対象 38名
「死ぬのが怖い、死にたくない」 81.6% 「親が死んだのは自分のせいだ」 34.2%
「死んだ親と話したい」 76.3% 「一人ぼっちの気がする」 28.9%
















は、夏の「2 泊 3 日の海水浴」、12 月の「1 泊 2



















1995 年	 2月 震災遺児を探すローラー調査
1995 年	 4月 神戸事務所設置
1995 年	 4月 震災遺児作文集 15万部発刊
1995 年	 8月「海水浴（香住）のつどい」（翌年以降毎年開催）
1995 年	 8月 震災遺児家庭訪問調査、204 軒
1995 年	12月 単行本「黒い虹」発刊	
1995 年	12月 クリスマスのつどい（翌年以降毎年開催）
1996 年	 1月 追悼行事「偲び話し合う会」（翌年以降毎年開催）
1996 年	 3月 スキーのつどい（翌年以降毎年開催）
1996 年	 5月 米国ダギーセンター視察
1996 年	 8月 震災遺児家庭訪問調査、168 軒
1997 年	 9月 神戸レインボーハウス用地決定
1998 年	 1月 神戸レインボーハウス地鎮祭
1998 年	 4月 バーベキューのつどい（以降毎月日帰りの行事開催）
1999 年	 1月 神戸レインボーハウス竣工
1999 年	 3月 第１回ファシリテーター養成講座開催（翌年以降毎年開催）
1999 年	 9月 神戸震災遺児らトルコ訪問。義援金贈呈と交流
2000 年	 1月 お正月のつどい（翌年以降毎年開催）
2000 年	 8月 台湾、トルコ、コロンビア、コソボの遺児を神戸に招待
2001 年	 4月 天皇、皇后両陛下、神戸レインボーハウス視察
2003 年	 9月 震災以外の病気遺児にもケアプログラムを開始
2003 年	12月 ウガンダ共和国にレインボーハウス竣工




















































































































































後、毎年 1 月 17 日前後に追悼行事「いまは亡き
愛する人々を偲び話し合う会」を開催した。震災




















阪神・淡路大震災から 25 年がたった 2020 年に




2019 年 2 月から 9 月にかけて筆者が実施した震



































































































1995 年から 2019 年までの震災遺児のレイン
ボーハウス来館数（ケアプログラム参加数）を集
計した。震災からの経年による来所人数の推移















計を見てみる。すると小学 6 年生と中学 1 年生の
ときにレインボーハウスの来館が比較的多くなっ
た（表 8）。
震災発生時に 5 歳、6 歳、7 歳が 12 歳を迎えた
年は特にレインボーハウスへの来所数が多くなっ











年齢グループ 人数 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 合計
0-3 歳 5 1 48 62 90 35 26 28 3 8 5 6 3 1 1 317
4-6 歳 9 4 14 38 65 82 57 28 23 7 8 7 2 1 336
7-9 歳 21 8 7 16 34 108 135 139 96 57 30 4 7 3 644
10-12 歳 10 1 12 6 14 63 73 63 22 2 2 258
13-15 歳 5 3 4 7 17 1 32
16-18 歳 3 1 1 1 1 1 7 12











数は、平均 6 .89 年であった。5 歳以下の 12 名の
来所年数は平均 9 .12 年となった。幼い子どもの
ほうが年長者よりも、長期間レインボーハウスに
来所している。来所数 1,599 件のうち、小学校低












準値 50 .09 対して、震災遺児全体の平均値は
46 .64 と低く、さらに 40 未満を示した回答者のす












年齢グループ 人数 6 歳 小 1 小 2 小 3 小 4 小 5 小 6 中１ 中 2 中 3 高 1 高 2 高 3 大 1 大 2 大 3 大 4 23 歳 24 歳 合計
0-3 歳 5 12 30 94 77 50 16 15 9 6 4 2 1 1 317
4-6 歳 9 4 22 56 74 55 58 32 12 8 8 4 3 336
7-9 歳 21 6 1 10 24 41 111 119 103 111 53 42 21 2 644
10-12 歳 10 1 5 2 1 9 10 6 27 83 91 10 6 2 1 4 258
13-15 歳 5 1 4 2 9 14 2 32
16-18 歳 3 1 1 1 3 5 1 12
12 40 117 144 153 114 185 169 131 130 94 132 126 26 7 3 4 5 7 1599
出所：八木	2017：65。
表 9　震災発生時 5歳から 7歳の震災遺児の記録数の推移（網掛けは小学 6年生時）
年齢 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 合計
５歳 3 2 11 14 21 23 8 13 4 4 5 1 109
６歳 1 8 18 17 24 14 3 1 1 1 88
７歳 4 3 8 14 63 85 48 32 24 19 4 6 3 313
































































  小 4 小 5 小 6 中 1 中 2
 ポジティブ 16% 14% 18% 15% 15%
 ネガティブ 24% 23% 15% 26% 19%
























































































































































































































































































































週間に一度、1 時間 30 分のプログラムを開催し
ている。レインボーハウスでも開設当初は同様に
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